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普 及 啓 発 事 業
伝統行事・芸能功労者を表彰し、文化観光資源保護協力者に感謝状を贈呈しました。

❖令和６年度　伝統行事・芸能功労者　12名

京都の伝統行事、芸能の保存と執行に尽力し、後継者の指導育成、道具類の製作・修理等の技術習得などの功績
があった功労者（10年以上の実績、年齢45歳以上）を表彰しています。令和６年度は下記の12名の方々を表彰いた
します。

　 	 	 	 	 	

　 	 	 	 	 	

❖令和６年度　文化観光資源保護協力者

財団の活動趣旨にご賛同いただき、多額の寄附金をお寄せいただきました個人１名、法人３社に文化観光資源保
護協力者として感謝状を贈呈しました。

［個人］伊勢　初枝（京都市左京区）
［法人］東レエンジニアリング株式会社（滋賀県大津市）	 株式会社二期（東京都渋谷区）

株式会社ブッシュクロフィード（東京都渋谷区）

西之京瑞饋神輿保存会

伊祁　廣実

石座神社奉賛会

今井　繁市

鳥相撲保存会重陽社

桃井　秀幸

木野愛宕神社烏帽子着保存会

椹木　信一

壬生大念仏講

澤井　豊泉

三栖・炬火会

島﨑　仁雄

久世六斎保存会

堀川　達也

小山二ノ講

竹谷　武雄

中堂寺六斎会

坂本　典子

御香宮獅々若会

髙見　昌秀

上鳥羽橋上鉦講中（六斎念仏）

塩津　祐輔

上賀茂紅葉音頭保存会

山田　博彦

私は、財団の案内にありました祇園祭前祭山鉾巡行観覧招待に惹かれて会
員となりました。山鉾巡行では市役所前の一等席で、蟷螂山のカマキリがリ
アルに羽や脚を動かす様などを間近で観ることが出来ました。また、昨年春
の会員事業、清水寺の森清範貫主の講話では、年末の漢字にまつわるエピソー
ドなどユーモア溢れるお話しに惹き込まれました。同じく会員事業の「吉田
木瓜大明神の剣鉾差し体験」では、頭上高くにある剣をしならせリズミカル
に鈴を鳴らしながら、バランス良く歩かれる様に感動しました。

保護財団は、将来の担い手となる次世代の子どもたちに体験してもらう機
会を作られ伝統芸能の継承に向けて着実に活動されておられると感じていま
す。今年は大阪・関西万博が開催され、全世界、国内各地から波及して京都
を訪れる方々もさらに増えると思います。京都の文化遺産保護の支援に力を
注がれている財団ならではの企画をこれからも楽しみにしております。

山口　伸一郎

会 員 だ よ り

会員の皆様の交流のために「会員だより」のコーナーを設けることにしました。今回はいつも会員事業に参
加してくださる山口さんです。皆様からのご寄稿をお待ちしております。

ご退職後、趣味である各地の郵便
局巡りや万博の応援に加え、京都
の文化財にも関心を持たれ、財団
の活動の応援、様々な会員事業へ
参加頂いています。写真は「吉田
木瓜大明神の剣鉾差し体験」にて。
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クラウドファンディングの返礼品として 招待事業を開催しました

昨年実施したクラウドファンディングにおきまして、返礼品として「鞍馬火祭特別観覧席ご招待」「嵯峨大念仏
狂言バックヤードツアーご招待」を選択頂いた皆様を対象に各事業を開催しました。

鞍馬火祭特別観覧席ご招待（10月22日）
都から花脊・百井そして若狭への物・人・信仰をつないできた鞍馬。「鞍

馬火祭」は平安時代、賀茂川の葦を束ねた篝火を焚いて、由岐大明神を内裏
から鞍馬に迎えた様子を再現しているとされています。祭当日は、「サイレヤ・
サイリョウ」の掛け声が鞍馬の町に響き渡り、松明の炎で夜空が明るく照ら
されます。

クラウドファンディングにおいては、鞍馬火祭保存会の皆様にご協力頂き、
特別観覧席ご招待コースを設定しました。祭当日、３名の方にご参加頂き、
通常の見学ルートではなく、ゆっくりと見ていただける特別観覧スペースで
祭を間近でご覧いただきました。「迫力のある火祭を間近で見ることができ、とても良かった」と大満足して頂け
ました。

嵯峨大念仏狂言バックヤードツアーご招待（11月9日）
嵯峨釈迦堂の名で親しまれている古刹「清凉寺」境内にある狂言堂で執り行われ

る「嵯峨大念仏狂言」。面をつけた演者が台詞なく身振り手振りだけで状況を表現
する芝居に大きな特徴があります。

嵯峨大念仏狂言保存会の皆様にご協力頂き、
普段は見られない狂言堂のバックヤード案内
から始まり、実際に能舞台に立ち、狂言で実
際に使用するお面の面付けを体験しました。体験後は、当日清凉寺でおこな
われた同地に縁のある江戸時代の夕霧太夫をしのぶ「夕霧祭」を鑑賞し、清
凉寺境内を見学しました。当日は保存会の方々があたたかく迎えてくださり、
大念仏狂言を継承していく想いや魅力について直接お話をうかがい、会話を
楽しみながら、大念仏狂言の魅力や清凉寺の歴史に触れる一日となりました。

会員事業を実施・
財団設立55周年記念事業を開催しました
会員事業として、

京都市観光協会主催
（財団後援事業）「第
59回京の冬の旅 非
公開文化財特別公
開」ご招待券、財団
設立55周年記念「オ
リジナル手ぬぐい」
をご希望の皆様へお
送りしました。

また、「京の郷土芸能のつどい」については多数の
お申込を頂きましたため、抽選の上、当選された皆様
へ招待券をお送りしました。公演当日の様子について
は次号でお伝えいたします。

ABCラジオで「京の郷土芸能のつどい」
ご紹介頂きました
2024年12月15

日放送のABCラ
ジオ『竹内弘一
のなにがナンで
も！』において、
２月22日に開催
した「京の郷土
芸能のつどい」
について取り上げて頂きました。ラジオのパーソナリ
ティである竹内弘一さんと桂南光さん、そしてゲスト
として「京の郷土芸能のつどい」のコメンテーターも
務めて頂いた佛教大学教授 八木透さんも加わり、京
都の民俗芸能について終始楽しい雰囲気でご紹介頂き
ました。
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京都の伝統行事・伝統芸能に関して、後継者育成に力を注ぐ保存会等への助成と、広く皆さまに関心を寄せてい
ただける機会とすることを目的として、2024年８月から11月の３か月間、クラウドファンディングを実施し、多く
の方々にご支援・ご協力を頂きました。クラウドファンディングでご支援頂いた支援金を用いた助成対象事業（次
世代承継事業）に関して、後継者育成のための講習会、冊子の作成のほか、獅子頭や刀といった道具類や衣装の新
調・修繕費用の申請がありましたので、以下にご紹介します。

各保存会での事業終了後、財団ホームページにて報告させて頂く予定です。

令和６年度次世代承継事業　助成対象事業一覧（団体名／助成対象事業）

賀茂競馬保存会

烏相撲保存会重陽社

今宮やすらい会

桂六斎念仏保存会

藤森神社駈馬保存会

西之京瑞饋神輿保存会

小山郷六斎念仏保存会

嵯峨狂言クラブ

鞍馬火祭保存会

京都子ども六斎教室連絡会

千本えんま堂
大念仏狂言保存会

広河原松上げ保存会

（公財）松ヶ崎立正会
（松ヶ崎題目踊及びさし踊、妙法送り火点火）

賀茂競馬に奉仕する乗尻や警固衆の子
ども用の草鞋を製作する

近隣の小学生向けの関心を集め、参加
を促すため、行事に関するパンフレッ
トを作成する

やすらい花に参加する子どもたちのた
めの衣装・備品代にあてる

子どもたちの衣装、鼓を習うための講
師経費にあてる

クラウドファンディング「京都に受け継がれる伝統行事・伝統芸能を次世代へ」ご報告

地域の方や子どもたちを対象に、乗馬、
鞍の装着等の講習及び体験会を開催し、
後継者育成を図る

子ども神輿提灯が破損し、傷みが激し
いため子どもたちが安心して参加でき
るように修理する

使用できない状態であった獅子頭を修繕
し、若年の会員が使用できるようにする

嵯峨狂言の普及と次世代の育成のため、
嵯峨狂言クラブ35周年記念誌を作成
し、地域にも配布する

地域住民や観光客に伝統行事の奥深さを
伝えるため、祭の準備段階から取材・撮影
した鞍馬の火祭ガイドブックを作成する

市内６つの六斎教室が合同で開催する、
こども六斎教室成果発表会費用にあてる

軽く持ちやすい子ども用の刀と大盃を
新調し、子どもたちの演技に役立てる

麻縄のしめ方技術を若手に継承するた
め、講習会を開催する

題目踊及びさし踊の盛装用備品や、妙
法送り火点火における鉢巻、半纏代に
あてるほか、伝統行事を学習するため
の学識者による講演会を開催する
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❖３月❖
嵯峨お松明（清凉寺）

はねず踊（隨心院）

❖４月❖
嵯峨大念佛狂言（清凉寺）

今宮やすらい花（今宮神社ほか）

川上やすらい花（川上大神宮ほか）

玄武やすらい花（玄武神社ほか）

松尾祭桂川船渡御（松尾大社 松尾祭神幸祭／桂川西
右岸より桂大橋左岸）

壬生大念佛会（～５/５、壬生寺）

❖５月❖
千本ゑんま堂大念佛狂言（千本ゑんま堂引接寺）

糺の森流鏑馬（下鴨神社）

賀茂競馬（上賀茂神社）

藤森神社駈馬（藤森神社）

葵祭（京都御所、下鴨神社、上賀
茂神社）

上賀茂やすらい花（上賀茂神社ほか）

　

❖６月❖
鞍馬竹伐り会（鞍馬寺）

❖７月❖
祇園祭（八坂神社・市内各所）

松尾大社御田祭（松尾大社）

❖８月❖
六斎念仏（市内各所）

花脊松上げ（左京区花脊）

京都五山送り火（五山送り火各山）

市原ハモハ踊・鉄扇（左京区静市市原）

久多宮の町松上げ（左京区久多宮の町）

小塩の上げ松（右京区京北小塩町）

京の六地蔵めぐり

広河原松上げ（左京区広河原下之町）

雲ヶ畑松上げ（北区雲ヶ畑出谷町、
中畑町）

久多花笠踊（志古淵神社）

❖９月❖
烏相撲（上賀茂神社）

上賀茂紅葉音頭（北区上賀茂）

大原八朔踊（江文神社）

❖10月❖
瑞饋祭（北野天満宮ほか）

御香宮祭礼獅々（御香宮神社）

八瀬赦免地踊（秋元神社）

三栖の炬火祭（三栖神社）

時代祭（平安神宮・京都御所）

鞍馬火祭（由岐神社）

木野愛宕神社の烏帽子着（木野
愛宕神社）

岩倉火祭（石座神社）

　

❖1 1月❖
神泉苑狂言（神泉苑）

❖12月❖
おけらまいり（〜１/１、八坂神社）

❖１月❖
番匠儀式と木遣り音頭（千本釈迦堂）

蹴鞠はじめ（下鴨神社）

日野裸踊（法界寺）

❖２月❖
節分会
壬生狂言（壬生寺）、千本ゑんま堂大念佛狂言（千本ゑん
ま堂引接寺）など

小山の山の神（山科区小山）

上賀茂さんやれ（北区上賀茂）

京 の 歳 時 記



文化財〜まち歩きのススメ〜（第５回）
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鴨川に架かる橋のうち明治の京都三大事業で架け
替えられた橋が３基あります。北から丸太町橋、四
条大橋、七条大橋。それらを渡って市電が1913（大
正２）年に開通しました。しかし四条大橋と丸太町
橋は架け替えられ、当時の姿を残すのは七条大橋だ
け。この七条大橋が2019（平成31）年にようやく国
の登録文化財になりました。５つの扁平アーチが連
続する長大な外観をセセッション風のデザインで整
える、我が国最初期の鉄筋コンクリート・アーチ橋
として貴重だといいます。そこで七条大橋を渡って
東山七条界隈を歩きましょう。

七条大橋を東行くと、左手に1897（明治30）年開
館の旧帝国京都博物館（現：京都国立博物館）が見
えてきます。日本建築界の草分けの一人、片山東熊
が設計したこの建物は、華麗なバロック様式を取り
入れつつ日本的叙情性や繊細な感覚が表現され、東
山の自然に調和した美しい景観を形成しています。
この博物館は七条大橋が開通する16年前に開館して
おり、京都三大事業をしっかりと見守り、その成果
として市電という便利な足を得たのです。
大和大路七条交差点の北東に大仏前交番がありま
す。かつてこの地には、豊臣秀吉が造営した大仏殿
がありました。高さ６丈３尺（約19m）の大仏を安
置する、高さ25間（約49m）の壮大な大仏殿が西向
きに建っていました。その境内は現在の方広寺・豊
国神社・京都国立博物館を含む広大なもので、現存
する石垣から南北約260ｍ、東西210ｍの規模であっ
たと推定されており、京都リサーチパークに匹敵す
る規模です。

大和大路を北に行くと秀吉を祀る豊国神社があり
ます。秀吉は伏見城でその生涯を終え、遺骸は東山
阿弥陀ヶ峯の頂に葬られ、中腹に豊国社が創建され
ましたが、豊臣家滅亡とともに徳川家康の命により
廃祈されました。明治になって勅命により再興さ
れ、1880（同13）年に現在地で社殿が造営されまし
た。豊国神社唐門は、前後が唐破風、側面が入母屋
造の四脚門で、桃山時代に造られた伏見城の遺構と
伝えられています（国宝）。この唐門から西に延び
る正面通は、大仏殿の正面に通じることに由来しま
す。また同社の北側には、大坂の陣開戦のきっかけ
となった「鐘銘事件」で有名な方広寺の鐘が、今も
現存しています（重文）。
豊国神社大鳥居から正面通を西に行くと、左手に
耳塚、その向こうに京都タワーが見えてきます。そ
の先、本町通から道幅が急に狭くなり、鴨川を斜め
に渡る正面橋を通って渉成園（枳穀邸）から東本願
寺へとつながっていきます。

て てく く

『七条大橋』から東山七条めぐり
京都市文化観光資源保護財団　アドバイザー　松田　彰

（写真撮影も）

京都国立博物館

七条大橋

《歩いた距離　2.4キロ、歩いた時間：0.7時間》




